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１． 当四半期決算に関する定性的情報 

（１）経営成績に関する説明 

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府による経済・金融政策への期待感から円安・株高が進行し、輸

出環境の改善が見られるなど、緩やかに景気は回復しつつありますが、電気料金の値上げや原材料価格高騰による食料品

等の価格上昇に加えて、来春の消費税増税への不安感などにより、消費者の生活防衛意識が更に強まることが予想され、

依然先行き不透明な状況で推移しました。 

当社グループの中核事業である水産物卸売事業におきましても、近年顕著にみられる魚離れの問題や市場外流通の増加

などの影響により、厳しい経営環境が続いております。 

このような状況の下、当社グループは、平成23年度から平成25年度まで３ヵ年の中期経営計画「ＭＭプラン２nd Stage」

の 終年度となります三年目にあたり、水産物流通システム創造企業として、社会が求める豊かな食生活に貢献し、また、

横浜市中央卸売市場の再編に向けてグループ会社間の更なる連携強化を図り、時代が求める新たなニーズや役割に対応す

べく、グループ一丸となって取り組んでまいりました。 

その結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は27,120百万円と前第２四半期連結累計期間に比べ93百万円（△0.3％）

の減収となりましたが、経費削減に努めた結果、営業損失は 84 百万円（前年同期 営業損失 96 百万円）となりました。

また、経常利益は54百万円と前第２四半期連結累計期間に比べ50百万円（前年同期 経常利益４百万円）の増益となり、

四半期純利益は62百万円（前年同期 四半期純損失０百万円）となりました。 

 

セグメントの業績は、次のとおりであります。 

（水産物卸売事業） 

売上高は22,071百万円と前第２四半期連結累計期間に比べ295百万円（△1.3％）の減収となり、営業損失は66百万

円と前第２四半期連結累計期間に比べ４百万円（前年同期 営業損失61百万円）の減益となりました。 

（水産物販売事業） 

売上高は4,910百万円と前第２四半期連結累計期間に比べ193百万円(4.1％)の増収となり、営業損失も43百万円と

前第２四半期連結累計期間に比べ５百万円（前年同期 営業損失49百万円）の改善となりました。 

（不動産等賃貸事業） 

売上高は14百万円と前第２四半期連結累計期間に比べ４百万円(41.8％)の増収となり、営業利益も12百万円と前第

２四半期連結累計期間に比べ５百万円（82.9％）の増益となりました。 

（運送事業） 

売上高は124百万円と前第２四半期連結累計期間に比べ５百万円(4.5％)の増収となり、営業利益も10百万円と前第

２四半期連結累計期間に比べ３百万円（48.5％）の増益となりました。 

 

（２）財政状態に関する説明 

当第２四半期連結会計期間末における総資産は、17,841 百万円と前連結会計年度末に比べ139 百万円減少しました。こ

の主な要因は、現金及び預金の減少288 百万円、受取手形及び売掛金の減少100 百万円及び商品及び製品の増加222 百万

円によるものであります。 

負債は、6,420 百万円と前連結会計年度末に比べ 220 百万円減少しました。この主な要因は、その他の流動負債の減少

170百万円、退職給付引当金の減少102百万円及び長期繰延税金負債の増加49百万円によるものであります。 

純資産は、11,421百万円と前連結会計年度末に比べ80百万円増加しました。この主な要因は、その他有価証券評価差額

金の増加90百万円によるものであります。 

 

（キャッシュ・フローの状況） 

当第２四半期連結会計期間末の現金及び現金同等物は 2,706 百万円と前連結会計年度末に比べ 318 百万円の減少となり

ました。 

営業活動によるキャッシュ・フローにおいては165 百万円の支出となりました。この主な要因は、売上債権の減少額74

百万円及びたな卸資産の増加額222百万円によるものであります。 

投資活動によるキャッシュ・フローにおいては73百万円の支出となりました。この主な要因は、無形固定資産の取得に

よる支出102百万円によるものであります。 

財務活動によるキャッシュ・フローにおいては79百万円の支出となりました。この主な要因は、リース債務の返済によ

る支出13百万円及び配当金の支払額65百万円によるものであります。 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

業績予想につきましては、平成25年11月１日に公表いたしました数値から変更はございません。 
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２． サマリー情報（注記事項）に関する事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

該当事項はありません。 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

該当事項はありません。 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

該当事項はありません。 
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項 

  （継続企業の前提に関する注記） 

   該当事項はありません。 

 

  （株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

   該当事項はありません。 

 

  （セグメント情報等） 

セグメント情報 

    Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自平成24年４月１日 至平成24年９月30日） 

     １．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

         （単位：百万円） 

 
 
 

報告セグメント 

調整額 

（注１） 

四半期連結 

損益計算書 

計上額 

（注２） 

水産物 

卸売事業 

水産物 

販売事業 

不動産等 

賃貸事業 
運送事業 計 

売上高        

(1)外部顧客への売上高 22,367 4,717 9 119 27,213 － 27,213 

(2)セグメント間の内部売上

高又は振替高  
1,532 86 30 107 1,757 △1,757 － 

計 23,899 4,803 40 227 28,971 △1,757 27,213 

セグメント利益又は損失

（△） 
△61 △49 6 7 △96 0 △96 

（注）１．セグメント利益の調整額０百万円は、棚卸資産の未実現利益０百万円であります。 

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。 

 
    Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自平成25年４月１日 至平成25年９月30日） 

     １．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

         （単位：百万円） 

 
 
 

報告セグメント 

調整額 

（注１） 

四半期連結 

損益計算書 

計上額 

（注２） 

水産物 

卸売事業 

水産物 

販売事業 

不動産等 

賃貸事業 
運送事業 計 

売上高        

(1)外部顧客への売上高 22,071 4,910 14 124 27,120 － 27,120 

(2)セグメント間の内部売上

高又は振替高  
1,655 109 30 59 1,855 △1,855 － 

計 23,726 5,019 44 184 28,975 △1,855 27,120 

セグメント利益又は損失

（△） 
△66 △43 12 10 △86 2 △84 

（注）１．セグメント利益の調整額２百万円は、棚卸資産の未実現利益２百万円であります。 

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。 
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